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背景
相撲の取組に夢中になる中で、「もっと強くなりたい！」と思い始めた子どもたちが強さの秘訣について考え始めました。技についてだけではなく、本物の力士の身体の大きさに着目し、

その秘訣について調べようと話が盛り上がり、活動として広がっていきました。

調べた内容から製作に発展。

「今度クッキングで作ってみよう！」

実施 実施

2024年度実施内容のまとめ

2024年

度

振返り

今回は年長児が主の活動となってしまったので、他の年齢の子どもたちも
関心を持てるよう活動に巻き込んでいく。また、保護者にもより関心を持っ
てもらえるように、家庭を巻き込みながら取り組んでいく。

次年度

に

向けて

子どもたちの興味

①
相撲の取組で勝つために、「本物のお相撲さんは何で強いのかな？」と考え始

めた。

③
身体がいかに大きいかを体感し、

更に「何を食べて身体を大きくしているのかな？」と興味を持つ。

➄
ちゃんこ鍋について詳しく調べ、友だちと話す中で形にすることを

イメージする。

環境づくり

② 実寸大の力士のパネルを用意。身長、手、足の大きさを比べられるようにした。

➃
家庭で家の人が知っているか確認するよう促したり、

力士との交流の際に質問をしてみるように提案したりする。

⑥
廃材や素材を用意し、少人数グループでの製作遊びに発展させる。

クッキングへの期待感を高める。

初めは相撲の勝敗を競い合うことに楽しさを見出していたが、強くなるため
に試行錯誤した結果、自分たちで調べたり、身近な大人に聞いたりして
『ちゃんこ鍋を食べている』という結論を導いていた。元々製作が好きなクラ
スということもあり、ちゃんこ鍋の製作をして、具体的に中身をイメージして
からクッキングに繋げた。また、製作することで活動を形として保護者に見
せることができた。

力士のパネルと身体の大きさ比べ。

「お相撲さんの強さの秘訣は体が大きいことだ！」

「何で身体が大きいのかな？食べ物に秘密があるか

も！」と気が付き、みんなで調べ始めました。

実施



・家で調べたり、家族や調理の先生にもインタビューしてみ
たりして、みんなのイメージする『ちゃんこ鍋』の具材を書き
出し、みんなで見る。
・「相撲部屋によって味付けが違うらしい。」と調べてきた子
どもがいたので、スープの味で4チームに分かれ、製作を進
めることに決まる。

・ちゃんこ鍋の写真を用意し、具材のイメージをより膨らま
せる。
・自分たちの鍋にはどんな具を入れるか相談しながら書き
出す。
・想像が書き立つような素材や廃材を用意する。
・見た目、量、大きさ等、細かにイメージできるように保育者
も一緒に作る。
・ランチルームで活動することで目の前に3色ボードが。「バ
ランスよく食べているはず。」と予想した子たちが具材を製
作する際に参考にする。
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子どもたちの中で、普段の食育で得た知識と、相撲の取り組みの内容が『ちゃんこ鍋』で結びついていた。

子どもたちの興味 環境づくり

担当者の気づきポイント

身体を大きくするなら
やっぱりお肉！

野菜もバランスよく
食べてるはず！

鍋ならスープも！

色々な種類の
お魚が入ってそう！
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・力士の写真や絵本などの物的環境の他、力士との触れ合いや保育者、家庭での会話など人的
環境も含めて設定し、遊びに取り入れることで、子どもの想像を掻き立て、より内容が豊かになっ
た。
・相撲の取組から『力士の身体の大きさの秘密』の切り口で着目したことで、丈夫な身体を作る事
への理解が深まった。
・より一層力士へのあこがれが強くなり、国技としての相撲に対する関心が高まった。

まとめ


